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10　　　月 15 日の有珠山火山噴火総合防災訓練時に実施したアンケート調査
　　　の結果がまとまりましたので、お知らせします。
　避難訓練の参加者 53 人のうち、51 人にアンケート調査へ協力いただき
ました。

有珠山火山噴火総合防災訓練有珠山火山噴火総合防災訓練
アンケート調査結果アンケート調査結果

■アンケート回答者の内訳
・男性　　３６人
・女性　　１２人
・その他　　３人

ハザードマップや防災マップ、避難所の認知
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避難所における感染症対策への取組み
【主な意見】

　・換気対策が不十分
　・ソーシャルディスタンスが確保できるか不安
　・繰り返し訓練を実施すべき
　・感染症対策を実施するための人員が不足している
　・心のケア
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■問合せ　企画防災課危機管理室（☎ 74-3004）■問合せ　企画防災課危機管理室（☎ 74-3004）
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　町が避難所における感染対策に取り組んでいるこ
とを知っていた人が 34 人いました。また、避難所に
おける感染症対策への取り組みに関する評価につい
ては、約６割に当たる 30 人から概ね万全であるとの
回答がありましたが、感染症対策に不足しているも
のもいくつか挙げられており、今後の取組みへの参
考となりました。

　訓練に参加した人のうち、88％（45 人）の人が有珠山噴火
のハザードマップや自治会ごとに作った防災マップ、さらに、
自分が避難する避難所を知っていると回答しました。
　町では、これまで有珠山噴火をはじめ、津波災害や土砂災害
警戒区域のハザードマップ、また、自治会別に災害ごとの避難
所や避難経路をまとめた防災マップを作成し、各家庭に配布し
ていますので、確認してください。
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調査を通して
今回のアンケート結果から、日ごろから各家庭で災

害に向けたさまざまな備えがされていて、中でもハ
ザードマップや防災マップについては、多くの人が確
認していることが分かりました。
　また、災害情報の入手方法については、多くの人が
携帯電話やスマートフォンによる緊急速報メールによ
り情報収集を行っていることも分かりました。
　町では防災行政無線のほか、さまざまな手段により

災害に関する情報発信を行っていますが、防災行政無
線が聞こえにくく、携帯電話やスマートフォンを持っ
てない一人暮らしの高齢者で、避難行動に不安を感じ
ている場合には「避難行動要支援者名簿登録制度」と
いう支援制度がありますので、健康福祉課福祉・高齢
者グループ（☎ 74-3001）まで気軽に相談してくださ
い。

家庭での災害への備え（複数回答）
参加者の７割以上に当たる 37 人が非常時持

出品の準備をしていて、次いでハザードマップ
の確認が 34 人、また、６割の人が感染症対策
用品の備蓄をしているとの回答でした。
　一方、ほとんど備えていないと回答した 11 人
のうち、９人がハザードマップを確認している
と回答、全く備えていない人が２人だったこと
とから、９割以上の人が家庭で何らかの準備を
していることが分かりました。
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災害に関する情報の収集（複数回答）
参加者の７割以上に当たる 39 人が、災害に

関する情報は携帯電話やスマートフォンの緊急
速報メールにより情報収集を行っていると回答
しました。
　町では、情報伝達漏れを防ぐため、さまざま
な方法により避難を呼びかける情報を発信して
いますので、いくつかの手段を合わせて災害情
報を入手するように心掛けましょう。
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左から佐藤真一さん、小名宏さん、泰地恵さん左から佐藤真一さん、小名宏さん、泰地恵さん

「東京 2020 オリンピック」聖火リレー「東京 2020 オリンピック」聖火リレー
聖火ランナーたちの思いを動画に！聖火ランナーたちの思いを動画に！

10　　　月 26 日、洞爺湖文化センターで「東京 2020 オリンピック」聖火リレーの代替イベントが開催されました。
　　　北海道では新型コロナウイルス感染症の影響により、公道でのリレーは中止となってしまいました。実際に走
ることができなかったランナーたちが聖火リレーを通して伝えたかったそれぞれの思いを動画に撮影（撮影された動
画は、北海道のホームページに掲載されます）。
　洞爺湖温泉街をリレーする予定だった９人のラ
ンナーのうち、洞爺湖町にゆかりのあるランナー
３人を紹介します。

佐藤真一さん（洞爺湖町出身）
　志望理由～毎年フルマラソン大会に出場しています。聖火
ランナーとしてオリンピックに関わることができると思い応
募しました。地元で生活している父母にもランナー姿を見せ
られたら親孝行だと思い応募しました。
小名宏さん（洞爺湖町内勤務）
　志望理由～聖火ランナーとして走ることができれば、趣味
のランニングを活かして、見守り活動を行う防犯ボランティ
アグループ「ガードランナーズ」の存在をアピールでき、住
民の安心と安全な地域づくりができると思い応募しました。
泰地恵さん（洞爺湖町出身、洞爺湖町在住）
　志望理由～体を動かすことが好きで、毎日マラソンをして
います。聖火ランナーの募集を見て、生まれ育った大好きな
洞爺湖町を PR したかったこと、自分自身“一期一会 " のこの
チャンスを絶対に手中に納めたいと思い応募しました。

■問合せ　観光振興課観光振興グループ（☎ 75-4400）■問合せ　観光振興課観光振興グループ（☎ 75-4400）
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